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（５）研究成果の概要 

＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 
近年、緑藻クラミドモナスにおいて、二つの機能を有し、それらを使い分ける新奇なクリプトクロム

（CraCRY）が発見された。CraCRY の二つ機能は、(1) クリプトクロム本来の時計遺伝子発現の光制御と 
(2) 紫外線により損傷した DNA の光修復である。CraCRY は光受容部位（FAD）を有する DNA フォトリ

アーゼ様の構造領域（Photolyase Homology Region; PHR）に天然変性領域（C-terminal Extension; CTE）

が付加された構造を有しており、光依存的に二機能をスイッチングしている。CTE が CraCRY の二機能

性の制御に重要な役割を果たしていると考えられるものの、その構造動態は未だ不明である。そこで本研

究では、CraCRY の光受容時や相互作用パートナー（時計タンパク質および損傷 DNA）結合時における

CTE の構造ダイナミクスの解明を目的とした。 
本研究では NMR と SAXS を主たる手法として用いており、NMR 共同利用課題では 15N 標識 CraCRY

を用いた 1H-15N HSQC 測定により、CTE 主鎖アミド由来シグナルを観測した。PHR 由来のシグナルと

CTE 由来のシグナルは、全長 CraCRY と CTE 欠損体 CraCRY の比較によって識別した。これまでに、

CTE を安定に保持した全長 CraCRY の調製条件を確立し、CTE 全残基のうち約 3 分の 1 についてシグナ

ル帰属に成功している。 
以上の準備研究を踏まえて、昨年度は光受容前後の CraCRY のスペクトルを SN 比を改善した条件で比

較した。その結果、二機能性の制御と関連し得る顕著な化学シフト変化は観測されなかった。そこで次に、

損傷 DNA を添加した際のスペクトル変化を調べたところ、CTE 領域に微小な化学シフト変化が検出され

た。今後はそれらのシグナル変化を詳細に解析し、損傷 DNA 結合に対する CTE 領域の役割を明らかにす

る。 
 
 


